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１．問題提起 
 
今春の社会科学研究所の実態調査(飯田市)において、飯田信用金庫のヒヤリングの資料の中
に、次の一節があった。 
「・・・信濃守護で鎌倉時代以降に土着した小笠原氏は、有職故実（注１）を伝え教える家柄で、
伊豆木小笠原家には礼式を記した 「三儀一統」（注２）などの関係する書籍が多く残されており、
礼儀作法の小笠原流にその名を止めています。」（注３） 
実のところ、筆者の母がかつて小笠原流水引の師範代として水引教室を開いていたこともあ
り、飯田の水引が小笠原流の流れを組むかどうか素朴な疑問をもったのである。 
飯田市内の紙屋での取材で小笠原流であるという返事がありましたが、他の所では全く分か
らないとのことでした。こうしたことから飯田の水引を検証したいと考えた次第である。 
本稿では、水引のもつ意味と飯田水引の将来について提言したい。 
 
２．水引“結ぶ”とは 
 
水引の由来を検証してみると、我が国では古来から包む、たたむ、結ぶという神典形象から
儀式折紙、結び礼法として発達してきた（注４）。そこから美術折紙、紙縒、水引細工と分化して
きたのである。 
 紙縒は「かみひねり」、「かみより」、「観世撚り」（注５）といわれ、“よりつなぐ”ことで長い紙
縒を作りあげる。元結や水引もこの紙縒に米糊を使用し、光沢を出したものである。 
 この紙縒から分化して、装飾結びとして発達してきたのが水引である。 
 進物に白紙をかけ、水引を結んでのしをつける「結びの礼法」は、平安時代の武士の勃興か
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ら江戸時代までの長い武家文化の中で発展してきた。特に、江戸中期の伊勢貞丈の『包結図説』
で集大成されたといわれている。 
 この礼法は簡素化された現代においても、しきたりとして使用されている。 
 その『包結図説』の中で、次のように用途が説明されている。（注６） 
 
（図１）水引の結び方例 
 
 
 
 
 
 
 
 
（http://www.iyomizuhiki.com/manner.html より） 
 
１．一般用結び（図１参照） 
①ま結び ― 結び切りの基本の結び方。結んだ水引の「手」の両端の処理の仕方によって吉
凶が区別される。 
②片蝶結び ― 装飾用、古式元服に髪の末を元結で結ぶときに用いる。吉事用として筒形の
丸い物を包む時に用いられる。 
③蝶結び ― 一般的な贈答用で、平らな包み物に用いられる。 
２．作業結び 
①かのこ結び ― 釣針結び、徳利縛り、鳥を人に贈るために木に結びつける時に用いる。 
②男結び ― 垣根を結ぶ時に用いる。または紐の結び留め、鳥の山緒をかける際に雄鳥に用
いる。雌鳥は女結びを結ぶ。 
③女結び ― 同上 
④鞭結び ― 鞭に用いる。 
⑤真の宝珠結び ― 貴人の鞭に用いる。 
⑥草の宝珠結び ― 平人の鞭に用いる。 
⑦太刀帯取結び ― 刀の下緒、太刀の帯取の結び方。 
⑧真のとんぼ結び ― 旗竿の蝉口 
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⑨草のとんぼ結び ― 同上 
⑩鷹のつなぎ結び ― 鷹をつなぐ紐の結び方。 
⑪鳥のくび結び ― 鷹の餌嚢につける結び。 
⑫うさぎかしら結び ― 同上 
３．装飾結び 
①四手結び ― 装飾結び 
②掛け結び ― 同上 
③まお結び ― 同上 
④叶結び ― 五行結び（陽）と並べて儀式に用いる。 
⑤五行結び ― 装飾用で叶結び（陰）と並べて儀式に用いる。 
⑥もっこう結び ― 装飾結び。 
４．服飾・調度用結び 
①鳥帽子掛け結び ― 鳥帽子掛けの掛け方。 
②装束の紐結び  
③引きときひとえ結び ― 男物の羽織紐の結び、袋物の口紐の結びに用いる。 
④もろ結び ― 水干、直垂等の袖の下の露の結びに用いる。 
⑤菊綴結び ― 直垂等の菊綴じ結びに用いる。 
⑥あげまき結び ― 鎧の背後、御簾、泔坏の台、御厨子棚の装飾結び。 
⑦あわび結び ― 金包み、のし、箸包み等の祝飾りとして、水引の基本結びとされ、小笠原
流では「相生結び」といわれる。 
⑧蜷（にな）結び ― 公卿所用の泔坏の台、又は御厨子棚の打敷を綴じ付ける結び。 
⑨掛帯結び ― 飾り結び、入れ紐の雌紐の輪。 
⑩けまん結び ― 仏具の飾り紐、入れ紐の雌紐の輪。 
⑪胡蝶結び ― 装飾結び、入れ紐の雌紐の輪。 
⑫とんぼ頭結び ― 袍、狩衣等の右肩の領に「とんぼ頭」をつけ、上側の掛け緒をかけてと
める。 
⑬あづま結び ―几帳に結び垂れる結び、琴飾りも結ばれる。 
⑭六葉結び ― 褥などの縁飾りにつけられる結び。 
⑮とんぼ結び ― 丸形の容器に結ぶ飾り。 
⑯封じ結び ― 手箱などの結び方。 
⑰片封じ結び ― 文箱、軸物の箱の結び方。 
⑱貝桶の緒結び 
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⑲行器の結び 
⑳軸物等の巻物の緒結び 
㉑掛物三幅対の緒結び 
㉒刀袋の緒結び 
㉓表緒結び 
５．花結び 
①桜結び ― 花結びの一種 
②梅結び ― 同上 
③亀甲結び ― 同上 
④菊結び ― 同上 
⑤かたばみ結び ― 同上  
 
 水引には、数、色、その配置などに礼法がある。これは陰陽五行思想からきたもので、数に
ついて祝賀の水引には五、七、九という奇数を、ものを生じ成長させる結びの陽数として用い
る。また、色については、もとは紙を紙縒にした白一色であったが、次第に紅白、赤と白、赤
と金などの色分けになっていった。このように水引は色の染め分けや結び方によって吉凶の別
が生じるという作法がある。また、水引の装飾結びには、進物の他に水引細工がある。特に、
江戸時代以降、美術折紙や花結びの美術紐結びへと発達していくのである。水引細工の造形は
花籠、動物、器物などを形づくり結びあげ、雲龍の衝立、鳳凰・牡丹、孔雀・宝船などの置物、
高座鳥台、武具飾り等、水引工芸として今に伝わっている。（注７） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
水引工芸館の宝船 
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結納の関西式様式（水引工芸館） 
 
３．飯田水引の現状と問題点 
 
 飯田水引は江戸時代（1672 年）、飯田藩主・堀美作守親昌が元結の製造を奨励したことから
始まるとされる。特に、「文七元結」で有名となったが、明治になり断髪令によって大打撃を受
け、水引製造に転換していった。 
 飯田水引では、約 3000 種類にも及ぶといわれる水引製品を生産しているが、その生産額は平
成 3 年約 98 億円、平成 13 年約 70 億円であった。しかし、平成 26 年には愛媛県の約 44 億円に
次ぐ約 34 億円と第 2 位へ大幅に下落している（注７）。 
 
表１ 飯田水引の生産高の推移（平成４年を 100％とした割合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
（出典）飯田水引共同組合 水引業界の現状と課題 より 
http://www.alps.or.jp/chuokai/organ/199810/5.html 
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表 1 でみるように、平成 4～8 年までの飯田水引の生産高は横ばい状態を維持してきたが、こ
こにきて急激な急落は危機的な状況にある。資料としては少し古いが、村山研一氏は調査報告
のなかで、次のように飯田の水引製造業の特徴をまとめている（注８）。 
１．産業としての実態は、何度にもわたる自己革新を経験してきて消費市場の変化に対して
適応してきたこと。 
２．かつての産地問屋支配から、水引製品の時代になると製造問屋としての機能を果たすよ
うになったこと。 
３．祝儀品をめぐる市場化（生活習慣の変化）が進展したこと。 
４．生活の地域差などの対応するために水引問屋の小回りが有効だったこと。 
また、飯田大学連携会議「学輪 IIDA」における調査報告でも、人口減少、葬儀規模の縮小化、
婚姻・結納の件数減少、簡易な印刷のし袋の普及、付加価値の弱さなどが指摘されている（注９）。 
ここ最近の急激な飯田水引の生産額の落込みは、今後の飯田水引業界の将来に深刻な影響を
及ぼすであろう。その理由としては、次のように指摘することができる。 
第一には、流通革新によって、従来の文具関連の問屋からスーパーマーケット、コンビニエ
ンス、バラエティーショップと新しい流通経路が生まれている。 
第二には、飯田水引は生水引、金封、結納品の 3 品目で全体の約 8 割を依存しているため、
しばらくの間横ばいに甘んじてきていたが、最近の急激な下落に対して有効な対応策を
とっていなかった。 
第三には、飯田水引は労働集約的なものであり、機械化、自動化、あるいは海外に工場を取
り入れて大手メーカーと小規模零細企業の 2 極化が急速に進んでいることである。 
第四には、ブライダル市場そのものの飽和状態の中で、更に縮小していくかもしれない。現
在の主力分野の中で飯田水引業界とブライダル市場とのつながりは、これまでの商取引の
中だけで完結しており、ブライダル市場での新たな販路開発が見えていないようにみえる。
そのための水引製品の開発が急務ではないか。 
第五には、生活習慣・結婚習慣の変化には特定の地域には残るとしても、水引業界そのもの
には縮小のはずみをかけるかもしれない。 
 
４．飯田水引への提言 
 
 飯田の水引業界は結納品、金封を中心として、工芸品、のし及びのし加工品、元結、その他、
と発達してきた。しかしながら、ここにきての少子化、景気の低迷、祝儀・祝儀袋の簡略化な
どから厳しい現状を迎えているといえる。無論、これまでに飯田水引業界が手をこまねいてい
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たわけではない。新しい取り組みもしてきていたのである。 
例えば、 
①結納の意義を説明するパンフレット作成（飯田水引協同組合）。 
②1998 年長野オリンピック・パラリンピックでの水引細工の贈呈。パラリンピックでは、水
引細工の月桂冠をメダリストに授与（同組合青年部）。 
③体験プログラム「伝統工芸・クラフト創造」（飯田市商業観光課）。 
④水引細工体験館の開館 
⑤2005 年 1 月、カルフォルニア・ギフト・ショー出展（注 10）。 
 しかし、これまでの取り組みが一過性で終わっているところに問題がある。また、水引工芸
館は同地域内に似たものが 3 カ所も共存しており、ある平日にこれら 3 か所を訪問したが、見
学者が来ているのは１館のみであった。（図２．参照） 
こうした現状に「学論 IIDA」の水引プロジェクトでは飯田の水引産業の活性化に向けて、次の
ような提案をしている。（注 11） 
①水引の日制定（3 月 21 日） 
②りんご水引（りんご残渣使用） 
③水引フルーツキャップ（贈答用りんご） 
④インターネットによる販売促進 
⑤水引コンテスト 
⑥水引検定 
これらの企画案はアイディアとしては理解できるが、新たな市場開拓の起爆剤になるとは到
底思えない。基本的には飯田の水引業界は結納品・金封などの主力分野と水引工芸品の分野に
分かれている。現状のように主力分野が低迷している以上、水引工芸品の分野に活路を見いだ
せないか？ 勿論、ビジネスとして展開することは、これまでの伝統の技に頼ったままの水引
では無理であろう。特に、立体水引を使った立体細工は世界に誇る技術であるが、これまでの
ように乱立した流派の中で、オリジナルな斬新なアートとしての世界を築くためには独創的な
アーティストの誕生が不可欠である。例えば、加賀水引でいう津田左右吉氏の考案した独自の
津田水引折型などがあるが、更に世界に通用する芸術性を高めることが水引のさらなる発展に
結び付く可能性があるかもしれない。しかし、これも結局は受け身型の英雄待望論に終わるか
もしれない。 
ならば、著者の飯田水引に対する提言は、アートの島として有名な直島を参考にしたアート
フェスティバル、すなわち『飯田水引アートフェスティバル』を開催することである。世界の
アーティストに呼びかけ、水引の素材を使った作品、オブジェなどを集め、4 年に 1 回夏の 8 
－ 88 － 
（図２）飯田水引工芸館マップ 
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月、1 か月間開催するのである。これまでの水引の技法にこだわることなく、自由な発想と想
像で、現在の 4 カ所の水引工芸館、市内の公共施設、もしくは民家、廃屋を利用して水引細工
師の作品、あるいは一般参加者の作品（審査必要）も展示される。 
この利点は、水引の素材を使用することだけが条件で、従来の水引技法にはこだわらないこ
とで世界に参加の間口を拡げることにある。しかも、これまでの伝統的な水引の技法に固執し
ていたことが水引の世界そのものを狭くしていたと思われる。そのために、自由で独創的な水
引の世界を拡げることが重要であり、折り紙（オリガミ）文化のように進化させる必要がある。
また、毎年の開催は準備が難しく長続きしないため、4 年に 1 回にすることである。更に、有
料にすることで、大会運営費をまかなう事ができる。特に、このフェスティバル期間は県外か
らの見学者が期待できるため、観光をはじめとする 2 次的波及効果も期待できる。また、開催
期間終了後作品を保存・展示することで引き続き内外からの来訪者を見込むことができる。 
以上、飯田水引の現状と問題点で指摘したように、最近の急激な下落は、今後もこのまま横
ばい状態が続くものと思われるが、水引に関心のある筆者にとっては飯田水引の将来に一抹の
不安を禁じ得ない。その意味では、これまでの伝統工芸としての水引の技法に固執することか
ら活性化の道を探る時代は終わったのではないか？無論、伝統的な水引の技法を継承すること
も重要なことだが、水引素材そのものの開発、見直しや結びの技法にこだわらない新しい水引
の世界を創造する時代になったのではないかと思う。飯田水引の再生を願う者として以上提言
したい。 
 
 
（注１）古来の先例に基づき、公家・武家の行事や習慣、決まり事、儀式等。 
（注２）武家の礼儀作法を司る家には今川、小笠原、伊勢の三家があり、異なる主張・作法があったため、
足利義満により折衷統一したもの。 
（注３）飯伊地区産業経済動向 No.416, 2013 年 11 月 11p. 
（注４）水引の語原については飯田水引協同組合編『飯田水引産業史』平成 15 年 4 月 32p.参照 
（注５）「観世撚り」は江戸の文明年間に観世太夫が翁の鳥帽子の掛緒として用いた、あるいは徳川家康が
甲冑の毛切れや損所を繕う材料として作らせたという説がある。 
（注６）額田 巌 著『日本の結び』講談社 1977 年 132p. 
（注７）飯田の水引はかつて全国の約 70%を生産していた時期もあったが、最近では二大産地である四国愛
媛県の伊予三島市・川之江市に準じている。信濃毎日新聞・信毎販売会『ランキングで知る長野県』
2014 年 3 月 15p. 
（注８）村山研一著『飯田地域水引製造業産業構造』1995 年 3 月, 12p. 
（注９）法政大学酒井理ゼミナール『飯田地場産業伝統工芸品水引の活性化報告書』 
平成 25 年 12 月 12p～18p. 
 
（注 10）全国商工会連合会『平成 16 年度 japan ブランド育成支援事業』 
平成 17 年 3 月 19p～20p. 
（注 11）平成 25 年 12 月、飯田市地場産業『伝統工芸品“水引”』の活性化報告書より。 
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